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◎国際武道大学体育学部の目的・特色 

（１）大学創設とその背景 

国際武道大学体育学部は1984年に、国際柔道連盟会長であった松前重義博士によって設立されました。当時

は「東西冷戦」時代であり、オリンピックも政治状況に大きな影響を受けていました。松前重義博士は、武道こそが

国際平和の架け橋になることを提唱し、そのためには高い教養と国際感覚を身につけた武道、体育及びスポーツ

の指導者が不可欠であるとの考えから、本学を設立しました。 

体育学部の目的としては、一般的には保健体育の教員養成が挙げられますが、本学のように国際平和に社会貢

献できることをも標榜した体育学部は他にはありません。国際社会で活躍する卒業生も数多く輩出しています。 

 

（２）本学の使命 

現代社会では、価値観が多様化しグローバリゼーションが進む中、地域紛争や民族・宗教的対立が絶え間なく続

いています。このような時代に本学が実践している武道・スポーツをとおした活動は、異なる文化や文明を背景とし

た人々に共通の価値観を醸成し、相互に理解しあえる共通の場を創造するなど恒久平和の実現を願う国際社会か

ら強く求められています。まさに「武道・スポーツで社会を豊かにする」ことこそ、本学の使命なのです。 

本学の建学の理念は、建学訓に力強く刻まれています。 

 

（３）武道、体育及びスポーツ環境の変化 

時代は変わっても、武道、体育及びスポーツで社会を豊かにするという我々の使命は変わりません。かつては、わ

が国の武道・スポーツの振興の多くは、学校・企業に担われ、欧米と異なった独特の発展の歴史を経て来ました。し

かし、現在少子高齢化や高度経済成長の終焉という変化の波が押し寄せています。この変化の時代にあっては、

新しい社会を構築するための総合力と実践力にあふれる人材が求められます。 

２０１１（平成23）年には「スポーツ基本法」が制定されました。この法律では、「スポーツを通じて幸福で豊かな生

活を営むことが人々の権利である」との考えに立って基本理念が定められており、スポーツを地域主体で実施でき

るような取り組みや環境整備が強調されています。 

具体的には、以下の取り組みが求められています。 

・スポーツを行う際の安全の確保や健康の保持増進の理解と実践 

・地域スポーツと競技スポーツの好循環関係の理解と実践 

・プロスポーツや障がい者スポーツの推進 

・スポーツ団体運営の透明性の確保等、ガバナンスの充実への寄与 

体育学部のカリキュラムは、新しい時代に対応し、「スポーツ基本法」の理念を実現する人材を養成するも

のです。こうした方向性は、スポーツを楽しみ、感動を分かち、支え合う社会へ向けて実践的な問題解決や企画提

案、さらには大会そのものを支援・実行できる人材養成に直結しています。 

 

（４）大学・学部等の目的 

【大学】 

本学は日本武道を主とした内外の指導者の育成を目指し、武道及び体育に関する諸科学を教授研究するととも

に、国際的な感覚と高い教養をもち、専門的な知識と技能を体得した人物を養成し、国際社会及び地域社会に寄

与し、指導的な役割を果たし得る人材を養成することを目的とする。 

【体育学部】 

体育学部は、武道、体育及びスポーツの指導者育成を目指した諸科学の教授研究を通して、国際的な感覚や教

養を養い、高い専門性を体得し、国際社会及び地域社会において指導的な役割を果たし得る人材を養成すること

を目的とする。 

１. 体育学部・各学科・コースの紹介 
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【武道学科】 

武道学科は、日本の伝統文化としての武道を伝承し、知識の修得及び技術の修錬を通して、「術」を超えた「道」

の精神を追求することにより、心身ともに健全で社会に貢献できる人材を育成する。 

【体育学科】 

体育学科は、様々な身体活動やスポーツの実践を通して、体育及びスポーツを幅広く経験し研究することにより、

豊かな人間性を兼ね備えた社会に貢献できる人材を育成する。 

 

２.卒業（修了）の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針、 

入学者の受入れに関する方針  

 

【 体育学部 】 

◎卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

体育学部は、幅広い教養と専門的知識を修得し、種々の事象に柔軟に対応できる能力を発揮するとともに、武道、

体育及びスポーツを通じて社会を豊かにすることができる人材を養成します。この課程を修了し、以下の知識・能

力を有すると認められる者に卒業を認定し学位を授与します。 

①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 

②武道、体育及びスポーツに関する様々な課題に対し、幅広い教養と国際的感覚を持ち、主体的に判断し対応す

ることができる。 

③武道、体育及びスポーツに関する専門知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的に表現できる。 

④コミュニケーション能力、リーダーシップ、チャレンジ精神を身につけ、社会を豊かにするための適切な行動がで

きる。 

⑤新たな課題を解決する論理的思考力を持ち、他者と協力・協調し、社会を豊かにしようとする意欲と行動力を身

につけている。 

 

◎教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

国際的な感覚と高い教養並びに武道、体育及びスポーツの専門的な知識と技能を修得するため、以下の方針に

基づきカリキュラムを編成し実施します。 

①建学の精神を理解するための基幹科目を設置し、国際社会・地域社会の一員として必要な倫理的・社会的能力、

創造力及び判断力等を涵養します。毎回の授業後に課すレポートにより評価します。 

②学生の主体的・能動的な学修を促すため、学びながら自分の専門性を選択していく「学びながら選ぶ」カリキ

ュラムを編成します。自らが学修計画を立て、主体的な学びを実践できるよう初年次教育科目を充実させるととも

に、専門性を深めるための体系的なカリキュラムを編成します。学生は、学修達成度自己評価システム（ポートフォ

リオシステム）を活用し、常に「現状の確認」と「振り返り」を行うことにより、適切な履修科目を選択し専門性を高

めていきます。学修により身についた能力は、レーダーチャートにより可視化し評価します。 

③体育大学が社会とどのように結びついているのかという命題を武道、体育及びスポーツを通した視点をもって学

修するため「大学教育と社会との連携」に重点を置いた教育プログラムを設置します。そのプログラムでは、実社

会との連携を強化したカリキュラムを編成しこれからの社会で必要な物事を自分で考え直し、問題の本質を見極

め、既存の枠組みにとらわれず自由に発想し、他者と連携し問題解決を図る力を涵養します。授業で取り上げる

テーマも社会との連携を徹底し、多様な評価方法を取り入れ多角的に評価します。 

④武道、体育及びスポーツの専門性及び実践力を高めるため、実習や演習等を多用した教育プログラムの充

実を図るとともに、より主体的な学修に向けて、すべての学生に演習Ⅰ、演習Ⅱ及び卒業研究を課すことで専

門性を評価します。 
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◎入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

国際武道大学の建学の精神を理解し、武道、体育及びスポーツを通して自立した人間形成を目指すとともに、体

育学の分野で学んだことを活かし、社会を豊かにしようとする意欲に満ちた者 

Ⅰ．武道学科及び体育学科の求める学生像 

武道、体育及びスポーツに取り組んだ経験を活かし、主体的に武道、体育及びスポーツの知識・技能の向上に取

り組んできた者 

武道、体育及びスポーツに関する専門的な学習経験を基軸とした思考力・判断力を活かし、社会で活躍しようと

する意欲に満ちた者 

既成の事実や価値観にとらわれることなく広い視野を持ち、自ら課題を見出し、武道、体育及びスポーツを探究

しようとする意欲に満ちた者 

Ⅱ．大学入学までに履修しておくことが望ましい教科・科目等 

体育学は、文系・理系の枠を超えた複合的な学問です。したがって、すべての教科において基礎的な学習をして

おくことが、発展的な理解を深めることにつながります。 

Ⅲ．入学者選抜の基本方針 

総合型選抜 

本学に強い関心を持ち、武道、体育及びスポーツに関する探究心と体育学の分野で学んだことを活かし、社会を

豊かにしようとする意欲を持つ者を受け入れるために実施する。高等学校における活動内容や将来計画に関する

自己紹介書、調査書に加え、面接試験では進学意識、就学力、期待度、将来計画及び総合評価を審査する。さらに

プレゼンテーションでは、主体的な学びに向かう力を、思考力、判断力、表現力を通じて総合評価し、これらの合

計得点により選考する。 

学校推薦型選抜（指定校） 

本学が指定する高等学校において、学習成績及び人物ともに優れており、運動能力、武道、体育及びスポーツに

関する深い理解、スポーツボランティア・スポーツ関連の地域活動実績などを持つ者を高等学校長の推薦により受

け入れるために実施する。調査書、推薦書、自己紹介書及び面接試験の評価結果、さらにプレゼンテーションでは、

主体的な学びに向かう力を、思考力、判断力、表現力を通じて総合評価し、これらの合計得点により選考する。 

学校推薦型選抜 

本学に強い関心を持ち、明確な目的意識を持って学修に取り組む姿勢があり、優秀な競技成績・学習成績、武道、

体育及びスポーツに関する深い理解、スポーツボランティア・スポーツ関連の地域活動実績、武道、体育及びスポー

ツに関する高い能力等を持つ者を高等学校長の推薦により受け入れるために実施する。調査書、推薦書、自己紹

介書及び面接試験の評価結果、さらにプレゼンテーションでは、主体的な学びに向かう力を、思考力、判断力、表現

力を通じて総合評価し、これらの合計得点により選考する。 

一般選抜 

本学での学修に対応できる学力水準と武道、体育及びスポーツに関する能力等を持つ者を受け入れるために実

施する。「筆記＋実技型」では、大学入学共通テストの外国語のうち「英語」を必須とし、そのほかの受験科目のうち

最高得点の１科目、及び本学で実施する実技試験（選択）の合計得点と調査書、武道・スポーツ調書の評価結果に

より総合的に選考する。「小論文＋実技型」では、小論文と実技試験（選択）の合計得点と調査書、武道・スポー

ツ調書の評価結果により総合的に選考する。 

大学入学共通テスト利用選抜 

本学での学修に対応できる学力水準を持つ者を受け入れるために実施する。大学入学共通テストの受験科目

のうち高得点の２科目の合計得点により選考する。 

上記のほか、国際社会及び地域社会の様々な分野において積極的に活躍することができる、多様な能力を持っ

た者を受け入れるため「外国人留学生選抜」、「帰国者選抜」、「社会人選抜」を実施する。 

 

 
２
０
２
２
年



 

 

 

【2022・2023】 

＿＿＿ 54 

学 
 

修 

 

学力の3要素に対応した評価の観点 

学力等 

項目 

基礎学力 

（知識・技能） 
思考力 判断力 表現力 

主体性 

（多様性・協働性） 

調査書 ●    ● 

自己紹介書  ● ● ● ● 

推薦書  ● ● ● ● 

武道・スポーツ調書    ●  

面接 ● ● ● ● ● 

プレゼンテーション ● ● ● ● ● 

実技 ● ● ● ●  

大学入学共通テスト ● ● ● ●  

小論文 ● ● ● ●  

 

【 大学院 】 

◎修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

武道・スポーツ研究科は、武道、体育及びスポーツの分野において、高度な専門的知識や実践能力を有し、

優れた研究・開発能力を身につけ、豊かな創造性を発揮することができる専門職業人を養成します。この課

程を修了し、以下の知識・能力を有すると認められる者に修了を認定し学位を授与します。 

①国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 

②武道、体育及びスポーツにおける高度で専門的な学術の理論及び応用力を有している。 

③コミュニケーション能力、リーダーシップ、チャレンジ精神を持ち、広く社会に寄与することができる。 

④専門分野で修得した知識や技能に基づき、科学的・学問的な視点から事象を捉え、新たな課題を発見・解

決し、未来に向かって創造的知見を発信できる能力を有している。 

 

◎教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

武道、体育及びスポーツの分野において、高度な専門的知識を形成する能力を養い、種々の事象に柔軟

に対応できる実践的能力を発揮することにより、社会を豊かにすることができる人材を育成するため以下の

教育課程の編成・実施方針に基づきカリキュラムを編成し実施します。 

①基幹科目を設置し、国際社会・地域社会の一員として、倫理的・社会的能力、創造力及び判断力等を養う

ための知識、経験を育みます。 

②総合的・学際的視点とともに高度で専門的な知識を持った、知識基盤社会を支える知的な素養のある人材

を育成するため、武道、体育及びスポーツに関する専門領域を適切に区分し体系化を図るとともに、領域

を横断的に学修できるカリキュラムを構築します。 

③国内外の多様な社会の要請に的確に応えるための高度な専門職業人養成の視点から、実践的応用力を

身につけさせるカリキュラムを構築します。 

④自らの設定した研究テーマについて、指導教員のもとで研究指導を受け、学位論文を作成するために「特

別研究」を配置します。 

⑤高い専門性とともに幅広い視野を備え、専門分野の枠にとらわれない独創性・創造性を持った人材を養成

する観点から、複数の教員が論文作成等の研究指導を行う指導体制を構築します。 
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◎入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

武道、体育及びスポーツの分野で学修した高度な専門性を活かして社会に貢献しようとする意欲に満ちた者 

Ⅰ.武道・スポーツ研究科の求める学生像 

武道、体育及びスポーツの理論と実践を通じ、より高度な専門知識や技能を修得しようとする者 

武道、体育及びスポーツに関する諸概念について、文化、歴史、健康、教育などの様々な側面から探究し、

武道・スポーツの普及・発展に寄与していく意欲と能力を持つ者 

国際的な視野と感覚を持ち、健康・スポーツ科学に関する高い専門知識を活かし、人々の健康・体力の保

持増進を推進し、社会を豊かにしようとする意欲と能力を有する者 

武道、体育及びスポーツに関する高度な知識や技能、論理的思考力を有し、武道、体育及びスポーツの指

導・教育に国内外を問わず貢献しようとする意欲と能力を有する者 

Ⅱ.入学者選抜の基本方針 

一般入試 

大学院で専門教育を学ぶ者としての基礎学力を身につけており、総合的な知識・判断力を備え、意欲的な

学修態度を持つ者を対象とした入試制度。学力試験として英語と専門科目を課し、あわせて専門分野及び将

来の研究テーマに関する口述試験を実施し総合的に判定する。 

社会人入試 

高度専門職業人や研究者を目指して向学心に燃える社会人で、明確な目的意識と学修意欲を持つ者を対

象とした入試制度。小論文の他、口述試験を課し、基礎学力、論理的思考能力及び問題解決能力等を総合

的に判定する。 

外国人留学生入試 

日本の武道・スポーツ文化を理解し、高度専門職業人や研究者を目指して明確な目的意識と学修意欲を

持つ外国人留学生を対象とした入試制度。専門科目及び口述試験を課し、基礎学力、論理的思考能力及び

問題解決能力等を総合的に判定する。 

 

３.カリキュラム・コースについて 
◎体育学部カリキュラム・コースについて 

みなさんは、体育“学部”で体育学という学問領域を学びますが、さらに“武道学科”“体育学科”に設置されて

いる各コースで、自ら探求したい内容を選んで、より専門的な体育学の学びを進めていきます。 

 

【体育学部】 

武道、体育及びスポーツの指導者育成を目指した諸科学の教授研究を通して、国際的な感覚や教養を養い、

高い専門性を体得し、国際社会及び地域社会において指導的な役割を果たし得る人材を養成することを目的

としています。 

 

【武道学科】 

武道は、日本の長い歴史の中で、社会背景や様々な思想と関わりながら発展してきたものです。 

そして、単なる戦いの技術から、教育手段として変遷してきた我が国固有の伝統的運動文化・精神文化です。

この文化としての武道を伝承するためには、技術の修錬を通して、理論的・科学的に追求するとともに、歴史や

思想等の多様な領域との関連を考察することによって、「術」とともに「道」の精神を学び取ることが大切です。 

また、武道の技術的・歴史的・教育的側面について学ぶことを通じて、自ら課題を発見し解決する能力を養う

ことができます。 

そして体得した武道精神を急速に変動する社会の中で活かし、武道によって社会を豊かにできる人材養成を

目指します。その目標達成に向けて、武道学科には９つのコースが設置されています。 

各自の学修計画や将来の進路に応じて、複数のコースを選択することが可能です。 
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《武道専修コース》 

専門とする武道（柔道・剣道・弓道・空手道・なぎなた・少林寺拳法・合気道）を軸に技術向上を図るために研

究や研鑽を積み、実践的な場面においても応用できる技能や知識を身につけ、さらに「術」を超えた「道」の精神を

探求することにより、教授・指導ができる力を養います。（全７コース） 

 

《武道教育コース》 

学習指導要領における武道の位置づけを理解し、学校における保健体育科教育を中心とした技術・理論を

習得します。さらに武道の伝統的な考え方を理解し、相手を尊重する態度や作法を体得し、武道の教育的価値

を実践する力を養います。 

 

《武道マネジメントコース》 

武道の成り立ちや歴史、文化などを広く深く学び、日本の伝承文化として正しく発展させていく力を身につけます。

さらに、武道の発展及び普及を具現化するためのマネジメント思考や実践力を養います。 

 

【体育学科】 

「体育」と「スポーツ」の違いは何でしょうか。英語で考えるとその違いが見えてきます。「体育」はphysical 

educationの日本語訳で「身体に関する教育」という意味を示しており、「スポーツ」に見られるような「楽しい」とか

「勝つ」といったニュアンスとは少し違います。 

体育学科では、こうした教育的側面の強い「体育」と生活の一部としての「スポーツ」を幅広い視点から学ぶため

に６つのコースを設置しています。 

各自の学修計画や将来の進路に応じて、複数のコースを選択することが可能です。 

これらのコースを幅広く学び、実践を積み上げ、スポーツで社会を豊かにする人材となるよう、志を高く持って学

んでいきましょう。 

 

《アスリートコース》 

日本トップレベルの競技力を有する学生を対象に、スポーツ科学に関わる多様な科学的理解を学びます。実践

的理論・戦略を構築し、さらなる競技力向上を図るとともに、卒業後も、競技スポーツの場で活躍できる人材を

育成します。 

 

《コーチング科学コース》 

スポーツの科学的知見を基盤とし、スポーツパフォーマンス向上のためのトレーニングやコーチングについて学び

ます。実践的な場での指導・教授ができる指導者・研究者を養成します。 

 

《スポーツマネジメントコース》 

社会と組織の関わりを深く理解し、地域や競技スポーツ団体、スポーツ施設、スポーツ産業における様々なマネジメ

ントについて学びます。実習を通して、イベントの企画・運営から組織管理に至るまでの総合的マネジメントを担うこ

とのできる人材を養成します。 

 

《スポーツトレーナーコース》 

スポーツ現場の他、教職や消防、スポーツ産業、健康産業、介護福祉などで必要とされる、スポーツと健康を結

びつける知識・技能を幅広く学びます。アスリートのトレーニングからコンディショニングまでサポートできる人材

を養成します。 
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《健康科学コース》 

スポーツを楽しむあらゆる人々のライフステージに応じたトレーニングやコンディショニング、健康管理の実

践的指導に関わる知識・技能を学びます。体育学の立場から、健康増進に寄与できる人材を養成します。 

 

《スポーツ教育コース》 

学校体育を含むスポーツ教育に関する指導技術・理論を学び、スポーツ指導に必要とされる実践的技能を

習得します。実行力、完遂力を持って、体育及びスポーツを通じた教育活動に寄与できる人材を育成します。 

 

【初年次教育】 

みなさんが学んできた高等学校での教育は多様化し、標準的な学習レベルの設定が困難になってきています。そ

のため大学教育との接続に混乱が生じます。より広い学修視野を獲得するためには、高等学校教育における教科

別教育の枠を取り払い、大学において、大学教育環境への適応教育が必要となります。そうした教育の具現化が

「初年次教育」です。国際武道大学では、全教員による「基礎ゼミナール」「キャリアデザインⅠ（スポーツと仕事）」と、

現代文明社会がかかえる諸問題とその解決へのアプローチを建学理念の立場から言及する「現代文明論」という

授業科目を設定し、大学教育のスタートとしています。 

 

【キャリア教育】 

体育学部では、武道精神に立脚した人生観や国際社会の平和に寄与する幅広い教養を基礎に、武道・スポーツ

を通じて人々の生活を豊かにすることを目標にしていますが、そうした学習・実践活動と社会との関係を「キャリア教

育」という視点で常に見つめなおすことも忘れてはなりません。大学教育で学んだことがどう実社会で活かせるかに

ついて、大学入学直後から意識することで自身の将来設計を確固たるものとすることができます。キャリア教育科目

は就職指導そのものではなく、学んできたことがどのように社会で活用されるのかを考えることで自身の進路につ

いての方向性を徐々に明確化させていくものです。 

未来の予測が難しい時代になりました。そこで重要なことは、自ら考え、自ら課題を設定し、その解決に取り組み

ながら、自らを成長させることです。 

 

【学生指導体制】 

初年次教育科目「基礎ゼミナール」「キャリアデザインⅠ（スポーツと仕事）」は、クラスごとに実施する『クラス担任

制』となっています。 それぞれのクラスに、担任として配属された６名〜８名の専任教員が、科目の履修、学修方法、

進路及び経済的な相談など学生生活におけるあらゆる面について助言・指導を行います。 

複数名のクラス担任から、様々なアドバイスを受けることで、より多くの視点から充実した学生生活を送るための

サポートを得る事ができます。 

なお、３・４年次では、演習Ⅰ・Ⅱ及び卒業研究の担当教員が助言・指導を行います。 
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４.授業等について 
◎科目区分・授業時間・履修方法について 

（１）授業科目と単位 

大学の授業科目はすべて単位制となっており、それぞれの科目に決まった単位数があります。単位は、決められ

た回数以上授業に出席し、そのうえで試験に合格しなければ取れません。単位を取ることを、単位を修得するとい

います。大学を卒業するためには、授業科目ごとの単位を修得し、それらの単位数を合計して一定の数以上にしな

ければなりません。 

他大学および専門学校等を卒業または修了してから本学に入学した場合は、本学で修得すべき単位に関し学生

支援センターで相談してください。 

 

（２）どんな授業があるのか（科目区分） 

授業をいくつかにまとめると次のようになり、これを科目区分といいます。 

①初年次教育科目 

②総合科目 

③コミュニケーションツール科目 

④キャリア教育科目 

⑤武道学科専門科目：各学科において高度な専門知識と技能を習得していくための専門科目です。 

⑥体育学科専門科目：各学科において高度な専門知識と技能を習得していくための専門科目です。 

⑦教職科目：教育職員免許状（教員免許）を取得するために必要な科目です。 

 

（３）授業時間 

授業には通常授業と集中授業があります。行われる時期や時間が違うだけで、単位が修得できるということに変

わりはありません。 

授業の時間割は、別に配付される「授業時間割表」に記載されています。授業時間割表には、曜日、時限、科目名、

担当教員、教室等が記載されています。集中授業の日程については別途通知されます。 

①通常授業は、通常の授業期間に次のような時間で行われます。 

第１時限 ９時10分～10時40分 

第２時限 10時50分～12時20分 

第３時限 13時10分～14時40分 

第４時限 14時50分～16時20分 

第５時限 16時30分～18時00分 

 

② 集中授業は、通常授業以外に別途指示された時期に行われます。 

 

（４）授業が無いとき 

大学の行事や、科目担当教員が出張・病気により、授業が行われない場合があります。また、都合により授業時

間割に変更があったときや、教室が変更されるときは、Melly等に通知されます。 

ポータルサイトには重要な連絡が随時配信されますので、毎日見る習慣をつけてください。 

 

（５）授業を休むとき（欠席） 

病気、その他の理由などで欠席する場合は、科目担当教員へ無断欠席ではないことを伝える必要があります。 
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（６）公欠制度について 

下記の欠席理由の場合は、課題の提出や補講等の完了により出席として取り扱われます。なお、期限内に

課題の提出や補講の出席等がされなかった場合は、欠席として取り扱われます。 

欠席理由 必要な書類 手続方法 公欠となる期間 

公式試合等の選手・補助員等 欠席願 

学友会クラブ指導者の確認

印が押印された欠席願を科

目担当教員に提出 

公式試合等の参加期間 

教育実習、介護等体験等 

教育実習、介護等体験 欠席願 

学生支援センターの確認印

が押印された欠席願を科目

担当教員に提出 

実習・体験等の期間 

その他の実習授業 欠席願 

実習担当教員の確認印が

押印された欠席願を科目担

当教員に提出 

 

忌引き 
欠席届 

会葬礼状等 

欠席届に会葬礼状等を証明

書類として添付し科目担当

教員に提出 

1親等者の死去の場合は連続7日間 

2親等者の死去の場合は連続3日間 

3親等者の死去の場合は1日間 

（いずれも休・祝日を含む連続した期間） 

授業中、公式試合中およ

び正規のクラブ活動中の

傷害による入院 

授業中の傷害 欠席願 

学生支援センターの確認印

が押印された欠席願を科目

担当教員に提出 
入院期間 

公式試合中および正規

のクラブ活動中の傷害 
欠席願 

学友会クラブ指導者の確認

印が押印された欠席願を科

目担当教員に提出 

感染症による出席停止措置 欠席届 

健康管理センターの確認印

が押印された欠席届を科目

担当教員に提出 

学校保健安全法による出席停止期間 

裁判員 
欠席届 

公的証明書 

欠席届に裁判所が発行する

公的証明書を証明書類とし

て添付し科目担当教員に提

出 

裁判所から指定された期間 

公共交通機関の交通障害 
欠席届 

遅延証明書 

欠席届に公共交通機関が発

行する遅延証明書を証明書

類として添付し科目担当教

員に提出 

支障があった授業 

本学が認めた場合 
別途指示 

する 
別途指示する 別途指示する 

 

（７）履修中止制度について 

履修中止制度とは、前期又は後期に履修登録した科目について「授業の内容が自分の学びたい内容と異

なる」「授業に十分ついていくことができない」等の理由により、履修を取り止めることができる制度です。履

修中止を希望する科目があれば決められた期間内に所定の手続きを行う必要があります。 
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（8）どうすれば卒業できるのか（卒業要件） 

卒業して学位を得るためには、次の条件（卒業要件）を満たす必要があります。 

①卒業単位表に定められている単位を修得しなければなりません。 

表にあるように、最低124単位が必要ですが、ただ124単位以上修得すれば良いということではなく、科目区分 

ごとに決められた数以上の単位を修得しなければなりません。 

また、カリキュラム表の単位修得方法に示された要件も満たす必要があります。 

※教職科目には、修得単位を「卒業要件単位に含める科目」と「卒業要件単位に含めない科目」があります。これら

については、武道学科科目一覧表及び体育学科科目一覧表を確認してください。 

 

②４年間在学しなければ卒業することはできません。４年間で卒業単位を満たすことができなかったり、休学した

りした場合は在学期間が延長されることになります。なお、大学には最大８年間在学することが可能です。 

 

（9）授業のとりかた（履修方法） 

受けたい科目を決めて授業を受けることを「履修する」といいます。授業は、勝手に自分で選んで教室に行けば

よい、というものではありません。決まった手続きをしたうえで履修する必要があります。 

この手続きを履修登録といいます。履修登録がきちんとできないと、自分では履修登録したつもりでも単位を修

得できないことになります。よく注意して慎重に取り組みましょう。 

 

（10）授業はすべてとらなければならないのか（必修科目とそうでない科目） 

授業科目には、必ず修得しなければ卒業できない科目など、学科やコースで履修方法に違いがあり、まとめると

次のようになります。 

①必 修 科 目 ：必ず修得しなければならない科目 

②選択必修科目 ：指定された科目数、単位数を決められた科目の中から選択し、 

 ：必ず修得しなければならない科目 

③選 択 科 目 ：自由に選んで修得する科目 

 

（11）覚えておかなければならないこと 

①単位修得に必要な学修時間の確保のため、１年間に履修登録できる単位数に上限を設定しています。これ

をＣＡＰ制といいます。１年間に履修登録できる単位数は46単位を上限とする。ただし、年間の半期のいずれ

かに履修登録できる単位数は28単位を超えないものとする。 

なお、教職科目（卒業単位に含めない科目）はＣＡＰ制に含まれません。 

②学科、クラス単位等で開講されている授業科目がありますので、それらは原則として自分の該当する曜日、時限

等で履修しなければなりません。 

③教室の収容人数などにより、授業科目によっては受講人数を制限することがあります。 

④コミュニケーションツール科目など、科目によってはその中で受講クラスを分けることがありますので、指示に従

い間違いのないようにしてください。 

⑤一度単位を修得した授業科目は、再び履修することはできません。しかし、単位を修得できなかった科目は、再

履修ができます。 

⑥履修登録していない科目を受講しても単位は修得できません。 

 

（１2）ポータルサイトについて（履修登録・Mellyなど） 

   ポータルサイトは履修登録や授業、大学からの重要なお知らせ等が通知されます。利用するには、ＩＤ・パスワ

ードが必要です。１年次に配付されたＩＤ・パスワードは紛失しないよう、大切に保管しましょう。 
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５.試験と成績（単位の修得）                                   
◎各種試験及び評価について 

（１）試験の種類 

試験には次のような種類があります。②～③の受験をするためには手続きが必要です。 

①定期試験：前期及び後期または学年末に行う一斉試験。 

②臨時試験：期末及び学年末以前において、科目担当教員が必要と認めるときに行う試験。 

③追 試 験：病気及びその他の事情で、定期試験または臨時試験が受けられなかった学生に対して行う試験。

試験は、筆記試験、実技試験、面接試験、レポートまたはこれらを組み合わせておこなわれます。受験の際は、必

ず学生証を持参してください。 

 

（２）休みすぎると受験できません 

各授業科目について、出席時数が３分の２に満たない学生は、その授業科目の試験を受けることができません。

つまり、単位を修得できなくなります。 

また、授業料等（学費）が未納の者も試験を受けられません。 

 

（３）筆記試験についての注意 

定期試験・臨時試験・追試験における筆記試験では、次のことに注意してください。 

①必ず学生証を机の上に提示する。 

②不正行為は絶対してはならない。 

③疑わしい行為をしてはならない。 

④私語をしてはならない。 

⑤試験開始後、20分以上遅刻した場合は、受験できない。 

⑥試験開始後、30分以内は退場できない。 

⑦筆記用具、その他の賃借行為をしてはならない。 

⑧その他、試験場における行動はすべて試験監督者の指示に従う。 

⑨不正行為をした場合は、その試験は無効となり学則によって処分される。 

 

（４）定期試験について 

定期試験には、授業時間を利用して行うものと、各学期末の定期試験期間中に実施します。試験の時間割は、

概ね１週間前に通知されます。 

止むを得ない理由で定期試験を欠席した場合は、速やかに科目担当教員の許可を得て、学生支援センターに追

試験の手続きを提出しなければなりません。 

 

（５）臨時試験について（再試験） 

臨時試験（再試験）を受験する学生は、再試験受験料（１号館学生支援センター前に設置されている証明書自動

発行機で「再試験料」の申請書を購入する。）と再試験願を試験の前日までに学生支援センターに提出します。提

出した再試験願は、再試験受験票として受験の際に科目担当教員へ提示する必要があります。レポートによる試験

の場合は、再試験受験票をレポートに添付し提出します。再試験の方法等については、科目担当教員の指示に従

ってください。 

 

（６）追試験について 

追試験を受験する学生は、追試験受験料（１号館学生支援センター前に設置されている証明書自動発行機

で「追試験料」の申請書を購入する。）と追試験願を試験の前日までに学生支援センターに提出します。提出した追

試験願は、追試験受験票として受験の際に科目担当教員へ提示する必要があります。追試験がレポートの場合は、 ２
０
２
２
年
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追試験受験票をレポートに添付し提出します。欠席の理由により追試験受験料が免除となる場合がありますので、

申請書を購入する前に学生支援センターへ確認してください。 

 

（７）評価について 

①成績評価の方法 

履修登録した授業科目に所定の出席をし、授業概要（シラバス）に記載されている「評価方法」をもとに、評価が

出されます。評価が「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」のいずれかであれば、当該科目の単位が認定されます。「Ｄ」評価は不合格

を意味し、単位が認定されませんので、必要ならば再履修をしなければなりません。 

科目担当教員が評価を保留する場合には、「Ｈ」が記されます。「Ｈ」評価は、初年次教育科目の３科目【現代文

明論、基礎ゼミナール、キャリアデザインⅠ（スポーツと仕事）】に限られます。「Ｈ」評価を受けた科目は、成績が確

定していないことになります。「Ｈ」評価の科目の成績は、定められた期間内（原則として次のセメスター終了まで）

に評価がなされます。 

 

②評価の基準 

判 定 合 格 不合格 保留 

評 価 
評点 100～90 89～80 79～70 69～60 59以下 保留 

評価（ＧＰ） Ｓ(４) Ａ(３) Ｂ(２) Ｃ(１) Ｄ(０) Ｈ 

 

③ＧＰＡ制度について 

ＧＰＡ（Grade Point Average：学業平均値）制度は、成績評価の指標として用いるために導入したもの

です。「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」の各評価にグレードポイント（ＧＰ）を設けていますが、そのポイントに各科目の単位数

を掛けて足した合計ポイント（ＧＰＳ）を、保留「Ｈ」を除外した合計単位数（履修登録単位の総和）で割り、スコア化

したものがＧＰＡです。ただし、ＧＰＡスコア算出にあたり、次の科目はこの制度の対象外となっています。 

・初年次教育科目 

・キャリア教育科目 

・教職科目（卒業要件単位に含めない科目） 

・認定科目（他大学において単位を認定された科目） 

 

＊ＧＰＡスコアの算出方法： 

ＧＰＳ（当該科目単位数×ＧＰ＋当該科目単位数×ＧＰ＋・・・・）÷合計単位数＝ＧＰＡ 

（例）ＧＰＡスコア計算 

科目名 評定 単位数 ＧＰ 計算方法 

○○評価法 Ｓ ２単位 ４ ２×４＝８ 

○○○○Ⅰ Ｄ １単位 ０ １×０＝０ 

○○○○論 Ａ ２単位 ３ ２×３＝６ 

 合計 ５単位  14点（ＧＰＳ） 

 

（計算する単位数には「Ｄ」不合格科目の単位数も含みます） 

※上記の場合のＧＰＡスコアは、14点÷５単位＝2.8 

  

２
０
２
２
年
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④成績の発表 

成績の発表は、履修した科目全てが「成績通知書」に記載され、年２回保証人宛に郵送されます。 

不合格になった科目の成績も全て記載されています。必要であれば、その科目の再履修をしてください。ただし、

合格した科目については再履修をすることはできません。 

また、成績評価に対して疑問がある場合は、成績確認期間内に学生支援センターで所定の手続きを行ってくだ

さい。 

  

２
０
２
２
年
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武道学科卒業単位表（2２カリ） 

科目区分 
武道専修

(柔道) 

コース 

武道専修

(剣道) 

コース 

武道専修

(弓道) 

コース 

武道専修

(空手道) 

コース 

武道専修 
(なぎなた) 

コース 

武道専修 
(少林寺拳法) 

コース 

武道専修

(合気道) 

コース 

武道教育 

コース 

武道 
マネジメント 

コース 

卒業要件 

初年次教育科目 現代文明論、基礎ゼミナール、キャリアデザインⅠ（スポーツと仕事） 4単位 必修 

22 

単位

以上 

124 

単位 

以上 

総合科目 総合科目の中から５科目以上 
10単位 

以上 
選択 

コミュニケーション 

ツール科目 

英語Ⅰ、英語Ⅱ、英語で伝える武道文化Ⅰ、英語で伝える武道文化Ⅱ 4単位 必修 

スペイン語、フランス語、中国語、ハングルのうちいずれかの言語については、ⅠとⅡを修得 
2単位 

以上 

選択 

必修 

キャリア 

教育科目 
キャリアデザインⅡ（ステップアップ） 2単位 必修 

武道学科 

専門科目 

スポーツ・体育学入門、武道概論、スポーツ科学概論、体力トレーニング論、演習Ⅰ、演習Ⅱ、 

卒業研究 

16単

位 
必修 

62 

単位

以上 

12単位 12単位 12単位 12単位 12単位 12単位 12単位 8単位 ２単位 

46単位 

以上 

コース 

必修 

20単位 20単位 20単位 20単位 20単位 20単位 20単位 20単位 24単位 

コース 

選択 

必修 

14単位 

以上 

14単位 

以上 

14単位 

以上 

14単位 

以上 

14単位 

以上 

14単位 

以上 

14単位 

以上 

18単位 

以上 

20単位 

以上 

コース 

選択 

任意に選択 

する科目 

科目区分の中からそれぞれに必要な単位数を超えた単位は「任意に選択する科目」の単位数に加え

る。また、体育学科開設科目及び武道学科科目一覧表の教職科目の区分において卒業要件単位に含

める科目の修得単位も「任意に選択する科目」の単位数に加える。 

上記の必要 

単位を超えた 

単位数 

40 

単位 

以上 

・初年次教育科目から武道学科専門科目までの84単位は、全て自学科の科目をあてること。 

・外国人留学生は、コミュニケーションツール科目について、日本語・日本事情Ⅰ（１単位必修）、日本語・日本事

情Ⅱ（１単位必修）のほか、コミュニケーションツール科目全体から４単位、合計６単位を修得すること。 

 

 

資格取得のための科目 

教職科目 教員免許状取得のための科目 
任意選択（卒業単位に含める） 

自由選択（卒業単位に含めない） 

・教職科目は、「卒業要件単位に含める科目」と「卒業要件単位に含めない科目」がありますので、武道学科科

目一覧表（2２カリ）の教職科目を確認すること。 

２
０
２
２
年
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武道学科 科目一覧表（2２カリ） 
（◎印は必修科目、○印は選択必修科目、その他は選択科目を示す。）          

区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

武
道
専
修(

柔
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

剣
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

弓
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

空
手
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

な
ぎ
な
た)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

少
林
寺
拳
法)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

合
気
道)

コ
ー
ス 

武
道
教
育
コ
ー
ス 

武
道
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

単位修得方法 

初
年
次 

教
育
科
目 

1 現代文明論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

２
２
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と 

左 記 の

修 得 す

べ き 単

位 を 満

たしたう

えで、自

学 科 又

は 他 学

科 の 科

目 を あ

わせて、

124 単

位 以 上

修 得 す

ること 

2 基礎ゼミナール 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 4単位必修 

3 キャリアデザインⅠ（スポーツと仕事） 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

総
合
科
目 

4 日本国憲法 2 2          

10単位以上 

修得すること 

5 歴史の分岐点 2 1          

6 古典に学ぶ 2 1          

7 知の構造 2 1          

8 日本文化の再考 2 1          

9 社会科学と現代社会 2 1          

10 国際協力と現代社会 2 1          

11 健康・福祉と現代社会 2 1          

12 文化と人間 2 1                   

13 自然科学と現代社会 2 1                   

14 科学技術と現代社会 2 1                   

15 スポーツと現代社会 2 1                   

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
科
目 

16 英語Ⅰ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

4単位必修 
17 英語Ⅱ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

18 英語で伝える武道文化Ⅰ 1 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

19 英語で伝える武道文化Ⅱ 1 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

20 スペイン語Ⅰ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Ａ 

Ａ～Ｄ 

いずれか 

２単位 

選択必修の

こと 

21 スペイン語Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

22 フランス語Ⅰ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Ｂ 
23 フランス語Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24 中国語Ⅰ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Ｃ 
25 中国語Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

26 ハングルⅠ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Ｄ 
27 ハングルⅡ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

28 異文化コミュニケーション（別科交流プログラム） 1 1                     

29 日本語・日本事情Ⅰ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
外国人留学生のみ2単

位必修のほかコミュニ

ケーションツール科目

全体から、４単位以上

修得すること 

30 日本語・日本事情Ⅱ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

31 日本語・日本事情Ⅲ 1 1                   

32 日本語・日本事情Ⅳ 1 1                   

キ
ャ
リ
ア 

教
育
科
目 

33 キャリアデザインⅡ（ステップアップ） 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2単位必修 

34 キャリアデザインⅢ（産業社会の理解） 2 3                   
 

35 インターンシップ 2 3                   

武
道
学
科
専
門
科
目 

36 スポーツ・体育学入門 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

16単位必修  

37 武道概論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

38 スポーツ科学概論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

39 体力トレーニング論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

40 演 習Ⅰ 2 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

41 演 習Ⅱ 2 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

42 卒業研究 4 4 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

２
０
２
２
年
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区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

武
道
専
修(

柔
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

剣
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

弓
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

空
手
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

な
ぎ
な
た)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

少
林
寺
拳
法)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

合
気
道)

コ
ー
ス 

武
道
教
育
コ
ー
ス 

武
道
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

単位修得方法 

武 
 

道 
 

学 
 

科 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

43 スポーツ哲学 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎   コースごとに修

得すべき必修及

び選択必修科目

の単位を次のと

おり定める。 

これらの単位を

含め、46単位以

上修得すること 

 

 

 

 

武道専修 

(柔道)コース 

 

必修1２単位 

及び 

選択必修 

20単位以上 

 

 

武道専修 

(剣道)コース 

 

必修1２単位 

及び 

選択必修 

20単位以上 

 

 

武道専修 

(弓道)コース 

 

必修1２単位 

及び 

選択必修 

20単位以上 

 

 

武道専修 

(空手道) 

コース 

 

必修1２単位 

及び 

選択必修 

20単位以上 

 

 

武道専修 

(なぎなた) 

コース 

 

必修1２単位 

及び 

選択必修 

20単位以上 

６
２
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と 

 

44 スポーツ史 2 1               ○ ○ 

45 スポーツ心理学 2 2               ○   

46 生理学（運動生理学を含む） 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎   

47 スポーツマネジメント 2 2               ○ ◎ 

48 発育発達論 2 1               ○ ○ 

49 解剖学 2 1               ○ ○ 

50 精神保健 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

51 安全教育 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 

52 健康管理学 2 2               ○ ○ 

53 衛生学・公衆衛生学 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

54 救急処置法（含む実習） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 

55 運動学 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

56 学校保健 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

57 情報機器演習 2 3               ○   

58 武道指導・評価法（柔道） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

59 武道指導・評価法（剣道） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

60 武道指導・評価法（弓道） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

61 武道指導・評価法（空手道） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

62 武道指導・評価法（なぎなた） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

63 武道指導・評価法（少林寺拳法） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

64 武道指導・評価法（合気道） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

65 東洋の武術Ⅰ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     

66 東洋の武術Ⅱ 2 2                   

67 健康・体力科学実習 2 3                   

68 スポーツ社会学 2 3               ○ ○ 

69 スポーツ栄養学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

70 スポーツコーチング学 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

71 スポーツバイオメカニクス 2 2                   

72 スポーツ生理学 2 3               ○   

73 スポーツ医学 2 2                   

74 運動処方論 2 3                   

75 スポーツ外傷・障害論 2 2                   

76 健康体力づくり運動指導理論と実践 2 2                   

77 リハビリテーション論 2 3                   

78 体育指導・評価法（陸上競技） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

79 体育指導・評価法（器械運動） 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

80 体育指導・評価法（水泳） 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

81 体育指導・評価法（ダンス） 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

82 体育指導・評価法（体つくり運動） 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

83 体育指導・評価法（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

84 体育指導・評価法（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

85 体育指導・評価法（ハンドボール） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

86 体育指導・評価法（サッカー） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

87 体育指導・評価法（ラグビー） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

88 体育指導・評価法（ソフトボール） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 ２

０
２
２
年
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区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

武
道
専
修(

柔
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

剣
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

弓
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

空
手
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

な
ぎ
な
た)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

少
林
寺
拳
法)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

合
気
道)

コ
ー
ス 

武
道
教
育
コ
ー
ス 

武
道
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

単位修得方法 

武 
 

道 
 

学 
 

科 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

89 体育指導・評価法（テニス） 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 

武道専修 

(少林寺拳法) 

コース 

 

必修1２単位 

及び 

選択必修 

20単位以上 

 

 

武道専修 

(合気道) 

コース 

 

必修1２単位 

及び 

選択必修 

20単位以上 

 

 

武道教育 

コース 

 

必修8単位 

及び 

選択必修 

20単位以上 

 

 

武道 

マネジメント 

コース 

 

必修2単位 

及び 

選択必修 

24単位以上 

 

 

90 保健体育科教育法Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

91 保健体育科教育法Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

92 保健体育科教育法Ⅲ 2 3               ○    

93 保健体育科教育法Ⅳ 2 3               ○    

94 運動部活動論 2 2               ○    

95 ライフセービング 2 1                    

96 スポーツ情報活用論 2 1                 ○  

97 スポーツ情報活用実習 2 2                 ○  

98 機能解剖学 2 2                    

99 コンディショニング論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

100 スポーツ戦略論Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○  

101 スポーツ戦略論Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○  

102 レクリエーション論 2 2               ○    

103 スポーツデザイン実習 2 3                 ○  

104 スポーツボランティア実習 2 2                 ○  

105 コンディショニング実習 1 1                    

106 スポーツ救急救命法 1 2                    

107 スポーツ傷害予防のためのコンディショニング 1 2                    

108 コンディショニング評価法 1 3                    

109 競技復帰のためのリコンディショニング 1 3                    

110 ストレングス＆コンディショニング 1 3                    

111 アスレティックトレーナー特演 1 4                    

112 アスレティックトレーナー実習 2 3                    

113 トレーニングのプログラムデザインと実践 2 2                    

114 測定評価 2 2                    

115 動作分析 2 3                    

116 機能評価法 2 3                    

117 健康運動指導Ⅰ 1 2                    

118 健康運動指導Ⅱ 1 3                    

119 自然体験活動実習 1 2                    

120 健康産業施設実習 2 4                    

121 武道史 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

122 修行論 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

123 日本伝統文化論 2 2                 ○  

124 道場経営論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○  

125 伝統的健康論 2 3                 ○  

126 武道国際交流論 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○  

127 居合道Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

128 居合道Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

129 柔道術理（基礎）Ⅰ 2 1 ◎                  

130 柔道術理（基礎）Ⅱ 2 1 ◎                  

131 柔道術理（応用）Ⅰ 2 2 ◎                  

 

２
０
２
２
年
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区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

武
道
専
修(

柔
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

剣
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

弓
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

空
手
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

な
ぎ
な
た)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

少
林
寺
拳
法)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

合
気
道)

コ
ー
ス 

武
道
教
育
コ
ー
ス 

武
道
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

単位修得方法 

武 
 

道 
 

学 
 

科 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

132 柔道術理（応用）Ⅱ 2 2 ◎                   

 

133 柔道術理（発展）Ⅰ 2 3 ◎                   

134 柔道術理（発展）Ⅱ 2 3 ◎                   

135 剣道術理（基礎）Ⅰ 2 1   ◎                 

136 剣道術理（基礎）Ⅱ 2 1   ◎                 

137 剣道術理（応用）Ⅰ 2 2   ◎                 

138 剣道術理（応用）Ⅱ 2 2   ◎                 

139 剣道術理（発展）Ⅰ 2 3   ◎                 

140 剣道術理（発展）Ⅱ 2 3   ◎                 

141 弓道術理（基礎）Ⅰ 2 1     ◎               

142 弓道術理（基礎）Ⅱ 2 1     ◎               

143 弓道術理（応用）Ⅰ 2 2     ◎               

144 弓道術理（応用）Ⅱ 2 2     ◎               

145 弓道術理（発展）Ⅰ 2 3     ◎               

146 弓道術理（発展）Ⅱ 2 3     ◎               

147 空手道術理（基礎）Ⅰ 2 1       ◎             

148 空手道術理（基礎）Ⅱ 2 1       ◎             

149 空手道術理（応用）Ⅰ 2 2       ◎             

150 空手道術理（応用）Ⅱ 2 2       ◎             

151 空手道術理（発展）Ⅰ 2 3       ◎             

152 空手道術理（発展）Ⅱ 2 3       ◎             

153 なぎなた術理（基礎）Ⅰ 2 1         ◎           

154 なぎなた術理（基礎）Ⅱ 2 1         ◎           

155 なぎなた術理（応用）Ⅰ 2 2         ◎           

156 なぎなた術理（応用）Ⅱ 2 2         ◎           

157 なぎなた術理（発展）Ⅰ 2 3         ◎           

158 なぎなた術理（発展）Ⅱ 2 3         ◎           

159 少林寺拳法術理（基礎）Ⅰ 2 1           ◎         

160 少林寺拳法術理（基礎）Ⅱ 2 1           ◎         

161 少林寺拳法術理（応用）Ⅰ 2 2           ◎         

162 少林寺拳法術理（応用）Ⅱ 2 2           ◎         

163 少林寺拳法術理（発展）Ⅰ 2 3           ◎         

164 少林寺拳法術理（発展）Ⅱ 2 3           ◎         

165 合気道術理（基礎）Ⅰ 2 1             ◎       

166 合気道術理（基礎）Ⅱ 2 1             ◎       

167 合気道術理（応用）Ⅰ 2 2             ◎       

168 合気道術理（応用）Ⅱ 2 2             ◎       

169 合気道術理（発展）Ⅰ 2 3             ◎       

170 合気道術理（発展）Ⅱ 2 3             ◎       

171 障がい者武道論 2 1                 ○   

172 武道イベント企画運営論・実習 2 3 ○ ○   ○ ○       ○   
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区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

武
道
専
修(

柔
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

剣
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

弓
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

空
手
道)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

な
ぎ
な
た)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

少
林
寺
拳
法)

コ
ー
ス 

武
道
専
修(

合
気
道)

コ
ー
ス 

武
道
教
育
コ
ー
ス 

武
道
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

単位修得方法 

教 
 

職 
 

科 
 

目 

173 教職入門 2 1                   

左記の教職科目は「任意に選択する

科目」として卒業要件単位に含める。 

174 教育原理 2 1                   

175 教育心理学 2 1                   

176 特別活動論 2 2                   

177 特別支援教育 2 3                   

178 総合的な学習の時間の指導法 2 1                   

179 教育社会学 2 2                   

180 道徳教育の指導法 2 2                   

181 教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含む。） 2 2                   

182 生徒指導論 2 2                   

183 教育相談 2 2                   

184 教育課程論 2 3                   

185 教育実習プレセミナー 2 3                   

左記の教職科目は卒業要件単位に含

めない。 

186 教育実習事前事後指導 1 4                   

187 教育実習Ⅰ 2 4                   

188 教育実習Ⅱ 2 4                   

189 教職実践演習（中・高） 2 4                   

190 学校インターンシップ 2 3                   

191 介護等体験 2 4                   

 

２
０
２
２
年
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体育学科卒業単位表（2２カリ） 

科目区分 
アスリート 

コース 

コーチング 

科学コース 

スポーツ 

マネジメント 

コース 

スポーツ 

トレーナー 

コース 

健康科学 

コース 

スポーツ 

教育コース 
卒業要件 

初年次教育科目 現代文明論、基礎ゼミナール、キャリアデザインⅠ（スポーツと仕事） 4単位 必修 

22 

単位 

以上 

124 

単位 

以上 

総合科目 総合科目の中から5科目以上 
10単位 

以上 
選択 

コミュニケーション 

ツール科目 

英語Ⅰ、英語Ⅱ、英語で伝えるスポーツ文化Ⅰ、英語で伝えるスポーツ文化Ⅱ ４単位 必修 

スペイン語、フランス語、中国語、ハングルのうちいずれかの言語については、ⅠとⅡを

修得 

２単位 

以上 

選択 

必修 

キャリア 

教育科目 
キャリアデザインⅡ（ステップアップ） ２単位 必修 

体育学科 

専門科目 

スポーツ・体育学入門、武道概論、スポーツ科学概論、体力トレーニング論、演習Ⅰ、 

演習Ⅱ、卒業研究 
16単位 必修 

62 

単位 

以上 

12単位 ６単位 ２単位 8単位 ４単位 8単位 

46単

位 

以上 

コース 

必修 

－ 
24単位 

以上 

24単位 

以上 

22単位 

以上 

24単位 

以上 

22単位 

以上 

コース 

選択 

必修 

34単位 

以上 

16単位 

以上 

20単位 

以上 

16単位 

以上 

18単位 

以上 

16単位 

以上 

コース 

選択 

任意に選択 

する科目 

科目区分の中からそれぞれに必要な単位数を超えた単位は「任意に選択する科目」の単

位数に加える。また、武道学科開設科目及び体育学科科目一覧表の教職科目の区分に

おいて卒業要件単位に含める科目の修得単位も「任意に選択する科目」の単位数に加え

る。 

上記の必要 

単位を超えた 

単位数 

40 

単位 

以上 

・初年次教育科目から体育学科専門科目までの84単位は、全て自学科の科目をあてること。 

・外国人留学生は、コミュニケーションツール科目について、日本語・日本事情Ⅰ（１単位必修）、日本語・日本事

情Ⅱ（１単位必修）のほか、コミュニケーションツール科目全体から４単位、合計６単位を修得すること。 

 

 

資格取得のための科目 

教職科目 教員免許状取得のための科目 
任意選択（卒業単位に含める） 

自由選択（卒業単位に含めない） 

・教職科目は、「卒業要件単位に含める科目」と「卒業要件単位に含めない科目」がありますので、体育学科科

目一覧表（2２カリ）の教職科目を確認すること。 
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体育学科 科目一覧表（2２カリ）              （◎印は必修科目、○印は選択必修科目、その他は選択科目を示す。）    

区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス 

コ
ー
チ
ン
グ
科
学
コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス 

健
康
科
学
コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
コ
ー
ス 

単位修得方法 

初
年
次 

教
育
科
目 

1 現代文明論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

２
２
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と 

左記の修得すべ

き単位を満たし

たうえで、自学

科又は他学科の

科目をあわせ

て、124単位以

上修得すること 

2 基礎ゼミナール 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 4単位必修 

3 キャリアデザインⅠ（スポーツと仕事） 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

総
合
科
目 

4 日本国憲法 2 2       

10単位以上 

修得すること 

5 歴史の分岐点 2 1       

6 古典に学ぶ 2 1       

7 知の構造 2 1       

8 日本文化の再考 2 1       

9 社会科学と現代社会 2 1       

10 国際協力と現代社会 2 1       

11 健康・福祉と現代社会 2 1       

12 文化と人間 2 1             

13 自然科学と現代社会 2 1             

14 科学技術と現代社会 2 1             

15 スポーツと現代社会 2 1             

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
科
目 

16 英語Ⅰ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

4単位必修 
17 英語Ⅱ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

18 英語で伝えるスポーツ文化Ⅰ 1 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

19 英語で伝えるスポーツ文化Ⅱ 1 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

20 スペイン語Ⅰ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Ａ 

Ａ～Ｄ 

いずれか 

２単位 

選択必修の

こと 

21 スペイン語Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

22 フランス語Ⅰ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Ｂ 
23 フランス語Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24 中国語Ⅰ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Ｃ 
25 中国語Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

26 ハングルⅠ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Ｄ 
27 ハングルⅡ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

28 異文化コミュニケーション（別科交流プログラム） 1 1               

29 日本語・日本事情Ⅰ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
外国人留学生のみ2単

位必修のほかコミュニ

ケーションツール科目

全体から、４単位以上

修得すること 

30 日本語・日本事情Ⅱ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

31 日本語・日本事情Ⅲ 1 1             

32 日本語・日本事情Ⅳ 1 1             

キ
ャ
リ
ア 

教
育
科
目 

33 キャリアデザインⅡ（ステップアップ） 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2単位必修 

34 キャリアデザインⅢ（産業社会の理解） 2 3             
 

35 インターンシップ 2 3             

体
育
学
科
専
門
科
目 

36 スポーツ・体育学入門 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

16単位必修  

37 武道概論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

38 スポーツ科学概論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

39 体力トレーニング論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

40 演 習Ⅰ 2 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

41 演 習Ⅱ 2 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

42 卒業研究 4 4 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

２
０
２
２
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区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス 

コ
ー
チ
ン
グ
科
学
コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス 

健
康
科
学
コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
コ
ー
ス 

単位修得方法 

体 
 

育 
 

学 
 

科 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

43 スポーツ哲学 2 3   ○ ○     ◎ コースごとに修

得すべき必修及

び選択必修科目

の単位を次のと

おり定める。 

これらの単位を

含め、46単位以

上修得すること 

 

 

アスリート 

コース 

必修12単位 

 

 

コーチング 

科学コース 

必修６単位 

及び 

選択必修 

24単位以上 

 

 

スポーツ 

マネジメント 

コース 

必修２単位 

及び 

選択必修 

24単位以上 

 

 

スポーツ 

トレーナー 

コース 

必修8単位 

及び 

選択必修 

22単位以上 

 

 

健康科学 

コース 

必修４単位 

及び 

選択必修 

24単位以上 

 

 

スポーツ教育 

コース 

必修8単位 

及び 

選択必修 

22単位以上 

６
２
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と 

 

44 スポーツ史 2 1   ○ ○     ○ 

45 スポーツ心理学 2 2   ○   ○ ○ ○ 

46 生理学（運動生理学を含む） 2 2   ○     ○ ◎ 

47 スポーツマネジメント 2 2   ○ ◎     ○ 

48 発育発達論 2 1         ○ ○ 

49 解剖学 2 1       ○ ○ ○ 

50 精神保健 2 3           ○ 

51 安全教育 2 2   ○       ◎ 

52 健康管理学 2 2         ◎ ○ 

53 衛生学・公衆衛生学 2 3         ○ ○ 

54 救急処置法（含む実習） 2 1   ○ ○ ◎ ○ ◎ 

55 運動学 2 3           ○ 

56 学校保健 2 3         ○ ○ 

57 情報機器演習 2 3           ○ 

58 武道指導・評価法（柔道） 2 1       ○ ○ ○ 

59 武道指導・評価法（剣道） 2 1       ○ ○ ○ 

60 武道指導・評価法（弓道） 2 1       ○ ○ ○ 

61 武道指導・評価法（空手道） 2 1       ○ ○ ○ 

62 武道指導・評価法（なぎなた） 2 1       ○ ○ ○ 

63 武道指導・評価法（少林寺拳法） 2 1       ○ ○ ○ 

64 武道指導・評価法（合気道） 2 1       ○ ○ ○ 

65 東洋の武術Ⅰ 2 1         ○   

66 東洋の武術Ⅱ 2 2         ○   

67 健康・体力科学実習 2 3         ○   

68 スポーツ社会学 2 3   ○ ○     ○ 

69 スポーツ栄養学 2 1   ○   ○ ○ ○ 

70 スポーツコーチング学 2 3   ◎ ○ ○ ○ ○ 

71 スポーツバイオメカニクス 2 2   ○ ○ ○ ○   

72 スポーツ生理学 2 3   ○ ○ ○   ○ 

73 スポーツ医学 2 2   ○   ○ ○   

74 運動処方論 2 3         ◎   

75 スポーツ外傷・障害論 2 2       ◎ ○   

76 健康体力づくり運動指導理論と実践 2 2     ○   ○   

77 リハビリテーション論 2 3     ○ ○ ○   

78 体育指導・評価法（陸上競技） 2 1       ○ ○ ○ 

79 体育指導・評価法（器械運動） 2 2       ○ ○ ○ 

80 体育指導・評価法（水泳） 2 2       ○ ○ ○ 

81 体育指導・評価法（ダンス） 2 2       ○ ○ ○ 

82 体育指導・評価法（体つくり運動） 2 3       ○ ○ ○ 

83 体育指導・評価法（バレーボール） 2 1       ○ ○ ○ 

84 体育指導・評価法（バスケットボール） 2 1       ○ ○ ○ 

85 体育指導・評価法（ハンドボール） 2 1       ○ ○ ○ 

86 体育指導・評価法（サッカー） 2 1       ○ ○ ○ 

87 体育指導・評価法（ラグビー） 2 1       ○ ○ ○ 

88 体育指導・評価法（ソフトボール） 2 1       ○ ○ ○ 

89 体育指導・評価法（テニス） 2 1       ○ ○ ○ 

90 保健体育科教育法Ⅰ 2 3           ○ 
 ２

０
２
２
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区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

ア
ス
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ー
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コ
ー
ス 

コ
ー
チ
ン
グ
科
学
コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
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ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス 

健
康
科
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コ
ー
ス 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
コ
ー
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単位修得方法 

体 
 

育 
 

学 
 

科 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

91 保健体育科教育法Ⅱ 2 3           ○ 

   

92 保健体育科教育法Ⅲ 2 3           ○ 

93 保健体育科教育法Ⅳ 2 3           ○ 

94 運動部活動論 2 2     ○     ○ 

95 ライフセービング 2 1     ○       

96 スポーツ情報活用論 2 1   ○ ○       

97 スポーツ情報活用実習 2 2     ○       

98 機能解剖学 2 2   ○   ○ ○   

99 コンディショニング論 2 2   ○   ◎ ○   

100 スポーツ戦略論Ⅰ 2 3 ◎ ◎ ○       

101 スポーツ戦略論Ⅱ 2 3 ◎ ◎ ○       

102 レクリエーション論 2 2           ○ 

103 スポーツデザイン実習 2 3     ○       

104 スポーツボランティア実習 2 2     ○     ○ 

105 コンディショニング実習 1 1       ○     

106 スポーツ救急救命法 1 2       ○     

107 スポーツ傷害予防のためのコンディショニング 1 2       ○     

108 コンディショニング評価法 1 3       ○     

109 競技復帰のためのリコンディショニング 1 3       ○     

110 ストレングス＆コンディショニング 1 3       ○     

111 アスレティックトレーナー特演 1 4       ○     

112 アスレティックトレーナー実習 2 3       ○     

113 トレーニングのプログラムデザインと実践 2 2   ○   ○ ○   

114 測定評価 2 2   ○ ○       

115 動作分析 2 3   ○         

116 機能評価法 2 3       ○     

117 健康運動指導Ⅰ 1 2         ○   

118 健康運動指導Ⅱ 1 3         ○   

119 自然体験活動実習 1 2             

120 健康産業施設実習 2 4         ○   

121 武道史 2 1             

122 修行論 2 3             

123 日本伝統文化論 2 2             

124 道場経営論 2 2     ○       

125 伝統的健康論 2 3             

126 武道国際交流論 2 3             

127 スポーツトレーナー実践論 2 1       ◎     

128 専門実技Ⅰ 2 3 ◎           

129 専門実技Ⅱ 2 3 ◎           

130 専門実技Ⅲ 2 4 ◎           

131 専門実技Ⅳ 2 4 ◎           

132 スポーツ分析法（陸上競技） 2 2   ○ ○       

133 スポーツ分析法（器械運動） 2 2   ○ ○       

134 スポーツ分析法（水泳） 2 2   ○ ○       

135 スポーツ分析法（ハンドボール） 2 2   ○ ○       
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区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
開
始
年
次 

ア
ス
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ー
ト
コ
ー
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コ
ー
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ン
グ
科
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ー
ス 

ス
ポ
ー
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単位修得方法 

体 
 

育 
 

学 
 

科 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

136 スポーツ分析法（ラグビー） 2 2   ○ ○       

   

137 スポーツ分析法（バスケットボール） 2 2   ○ ○       

138 スポーツ分析法（バレーボール） 2 2   ○ ○       

139 スポーツ分析法（サッカー） 2 2   ○ ○       

140 スポーツ分析法（野球） 2 2   ○ ○       

141 スポーツ技術論（陸上競技） 2 3   ○         

142 スポーツ技術論（器械運動） 2 3   ○         

143 スポーツ技術論（水泳） 2 3   ○         

144 スポーツ技術論（ハンドボール） 2 3   ○         

145 スポーツ技術論（ラグビー） 2 3   ○         

146 スポーツ技術論（バスケットボール） 2 3   ○         

147 スポーツ技術論（バレーボール） 2 3   ○         

148 スポーツ技術論（サッカー） 2 3   ○         

149 スポーツ技術論（野球） 2 3   ○         

150 トレーニング指導理論と実践（陸上競技） 2 2   ○   ○     

151 トレーニング指導理論と実践（器械運動） 2 2   ○   ○     

152 トレーニング指導理論と実践（水泳） 2 2   ○   ○     

153 トレーニング指導理論と実践（ハンドボール） 2 2   ○   ○     

154 トレーニング指導理論と実践（ラグビー） 2 2   ○   ○     

155 トレーニング指導理論と実践（バスケットボール） 2 2   ○   ○     

156 トレーニング指導理論と実践（バレーボール） 2 2   ○   ○     

157 トレーニング指導理論と実践（サッカー） 2 2   ○   ○     

158 トレーニング指導理論と実践（野球） 2 2   ○   ○     

159 競技スポーツ文化・経営論（陸上競技） 2 3   ○ ○       

160 競技スポーツ文化・経営論（器械運動） 2 3   ○ ○       

161 競技スポーツ文化・経営論（水泳） 2 3   ○ ○       

162 競技スポーツ文化・経営論（ハンドボール） 2 3   ○ ○       

163 競技スポーツ文化・経営論（ラグビー） 2 3   ○ ○       

164 競技スポーツ文化・経営論（バスケットボール） 2 3   ○ ○       

165 競技スポーツ文化・経営論（バレーボール） 2 3   ○ ○       

166 競技スポーツ文化・経営論（サッカー） 2 3   ○ ○       

167 競技スポーツ文化・経営論（野球） 2 3   ○ ○       

168 スポーツ産業論 2 3   ○ ○   ○   

教 

職 

科 

目 

169 教職入門 2 1             

左記の教職科目は「任意に選択する科目」

として卒業要件単位に含める。 

170 教育原理 2 1             

171 教育心理学 2 1             

172 特別活動論 2 2             

173 特別支援教育 2 3             

174 総合的な学習の時間の指導法 2 1             

175 教育社会学 2 2             

176 道徳教育の指導法 2 2             

177 教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含む。） 2 2             

178 生徒指導論 2 2             

179 教育相談 2 2             

180 教育課程論 2 3             

 

２
０
２
２
年



 

 

 

【2022・2023】 

75 ＿＿＿ 

区分 No. 科 目 
単
位
数 

配
当
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始
年
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科
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学
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ー
ツ
教
育
コ
ー
ス 

単位修得方法 

教 

職 

科 

目 

181 教育実習プレセミナー 2 3             

左記の教職科目は卒業要件単位に含めない。 

182 教育実習事前事後指導 1 4             

183 教育実習Ⅰ 2 4             

184 教育実習Ⅱ 2 4             

185 教職実践演習（中・高） 2 4             

186 学校インターンシップ 2 3             

187 介護等体験 2 4             
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６.教職課程について 
◎教員養成の目標 

①教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること 

・大学 

体育（運動）の実践的要素としての武道・スポーツの種目のそれぞれの特性をとおして、心身の健康に関す

る専門的な知識や技能を身に付け、幅広い教養と総合的な判断力や実行力を有した人間性豊かな教員の養

成を行っています。 

 

学科等 

・武道学科 

中学校の武道必修化に伴い、保健体育教育における学習指導要領の武道の位置づけを理解し、武道の技

術・理論を習得させるだけでなく武道の伝統的な考え方を理解させ相手を尊重する態度や作法を身につけさ

せることができる教員の養成を行っています。 

 

・体育学科 

学校体育における保健体育教育を中心とした技術・理論を習得し、体育・スポーツ活動に寄与し心身の健

康つくりに取り組める行動力、実行力、スポーツマンシップを兼ね備えたバイタリティ溢れる教員の養成を行

っています。 

 

②教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組みに関すること 

・教職課程部会 

教職課程部会は、本学の教職課程担当教員ならびに学生支援センター事務員で構成されており、月例で

会議を開催しています。当部会では、教職課程のカリキュラムや活動について協議するとともに教職に係る動

向について情報共有に努めています。 

 

・教職履修カルテシステム 

本学の教職課程では、教職履修カルテシステム（電子版）を導入しており、教職課程部会の教員が定期的

に各学生のカルテ（学修内容の振り返り、教員に必要な資質能力についての自己評価、ポートフォリオ）を確

認するとともに適宜アドバイスを与え、継続的に学習をサポートしています。 

 

・教職塾 

教職課程部会は、教員採用試験に合格するための実践的指導力を育成することを目的として、教職塾を

開講しています。教職塾では、実技指導を本学の教員が行い、筆記試験、集団面接、個別面接、模擬授業に

ついては教員採用試験に精通する先生方を講師に迎え、指導をお願いしています。 

 

・教職科目における取り組み 

本学の教職課程では、「教育実習プレセミナー」を必修科目として3年次に開講しており、教材研究や授業

展開力等の教育実習に必要な基本的能力の育成を目的として、全ての学生に模擬授業を経験させています。 

また、「教育実習事前事後指導」では、教育実習の直前に救急・救命処置についての講義と実習を授業計

画に組み込み、学校現場で実践できるように指導しています。 
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７.教育職員免許状（保健体育）を取得するには 
◎教育職員免許状（保健体育）を取得するためには、教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則等で定められ

ている所定の単位を修得し、卒業する必要があります。 

 

（１）教職課程履修登録 

教職課程のカリキュラムに含まれている教職科目を履修するためには、次の手数料を納付し、教職課程部会

から履修の許可を受けなければなりません。 

 

・教職課程履修登録手数料                   10,000円 

・教職履修カルテシステム利用手数料        6,000円 

 

一度、教職課程の履修を許可された学生が、教職課程の履修を取りやめる場合は、学生支援センターに届け

出る必要があります。その際、手数料の返金はいたしません。 

 

（２）本学で取得できる教育職員免許状の種類と免許教科 

 

学 科 免許状の種類及び免許教科 

武

体 

道 

育 

学 

学 

科 

科 

中学校教諭一種免許状 

保 健 体 育 

高等学校教諭一種免許状 

保 健 体 育 

※２年次の４月から明星大学通信教育部の科目等履修生として、通信教育プログラムへ参加することで、「小

学校教諭二種免許状」を取得することができます。１年次の１2月下旬に、説明会を実施します。 

 

（３）教育職員免許状を取得するために必要な資格・条件 

①基礎資格及び大学において修得することを必要とする単位数 

免許状の種類 

必要単位数 

基礎資格 

教科及び教職に関する科目 

免許法施行規則 

第66条の６に定める科目 
教 科 及 び 教

科 の 指 導 法

に関する科目 

教 育 の 基 礎

的 理 解 に 関

する科目 

道徳、総合的

な 学 習 の 時

間 等 の 指 導

法 及 び 生 徒

指導、教育相

談等に関する

科目 

教 育 実 践 に

関する科目 

大 学 が 独 自

に設定する科

目 

中学校教諭 

一種免許状 
42（28）単位 12（10）単位 12（10）単位 ７（７）単位 ４（４）単位 

日本国憲法２（２）単位 

体育２（２）単位 

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ２（２）単位 

数理、ﾃﾞｰﾀ活用及び人工知能

に関する科目又は情報機器の

操作２（２）単位 

学士の学位 

高等学校教諭 

一種免許状 
38（24）単位 12（10）単位 10（８）単位 ５（５）単位 12（12）単位 学士の学位 

 

注  （ ）内は教育職員免許法に定める単位数 
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（４）科目一覧表 

① 教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目 

免許法施行規則に定める科目区分                  開設授業科目 

科 目 単位数 授  業  科 目 単位数 備考 

日本国憲法 2 ○日本国憲法 2  

体育 2 

武道指導・評価法（柔道） 2 ２単位以上修得する

こと。なお、左記の科

目は「教科及び教科

の指導法に関する科

目」の「教科に関する

専門的事項」の内、

「体育実技」に開設さ

れている同一の科目

を重複して使用でき

る。 

武道指導・評価法（剣道） 2 

武道指導・評価法（弓道） 2 

武道指導・評価法（空手道） 2 

武道指導・評価法（なぎなた） 2 

武道指導・評価法（少林寺拳法） 2 

武道指導・評価法（合気道） 2 

体育指導・評価法（ダンス） 2 

体育指導・評価法（器械運動） 2 

体育指導・評価法（陸上競技） 2 

体育指導・評価法（水泳） 2 

体育指導・評価法（バスケットボール) 2 

体育指導・評価法（ハンドボール) 2 

体育指導・評価法（サッカー） 2 

体育指導・評価法（ラグビー） 2 

体育指導・評価法（バレーボール) 2 

体育指導・評価法（テニス） 2 

体育指導・評価法（ソフトボール) 2 

体育指導・評価法（体つくり運動) 2 

外国語コミュニ 

ケーション 
2 

○英語Ⅰ 1  

○英語Ⅱ 1 

数理、データ活用

及び人工知能に関

する科目又は情報

機器の操作 

2 ○情報機器演習 2 

 

※○印は、必修科目を示す。 

 

② 小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律 

「特例法」によって定められた条件 

特例法に定められた条件 本学の開設授業科目 単位数 備考 

７日間の介護等体験 
特別支援教育 2  

介護等体験 2 ※中一種免のみ必修 

※「介護等体験」を履修するためには、「特別支援教育」の単位を修得しておくことが必要です。 

２
０
２
２
年
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③教科及び教科の指導法に関する科目 

「教科及び教科の指導法に関する科目」は、次の表に記載されている科目から履修してください。 

本学における最低修得単位数は、以下のとおりです。 

・中学校教諭一種免許状   42単位 

・高等学校教諭一種免許状  38単位 
 

免許法施行規則に定める科目区分等 開  設  授  業  科  目 

科目区分 
各科目に含めることが

必要な事項 
単位数 領域 授業科目 単位数 備考 

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技 

中28 

高24 

武道 

武道指導・評価法（柔道） 2 

２単位以上 

選択必修 

武道指導・評価法（剣道） 2 

武道指導・評価法（弓道） 2 

武道指導・評価法（空手道） 2 

武道指導・評価法（なぎなた） 2 

武道指導・評価法（少林寺拳法） 2 

武道指導・評価法（合気道） 2 

ダンス ○体育指導・評価法（ダンス） 2  

器械運動 ○体育指導・評価法（器械運動） 2  

陸上競技 ○体育指導・評価法（陸上競技） 2  

水泳 ○体育指導・評価法（水泳） 2  

球技 

体育指導・評価法（バスケットボール） 2 

２単位以上 

選択必修 

体育指導・評価法（ハンドボール） 2 

体育指導・評価法（サッカー） 2 

体育指導・評価法（ラグビー） 2 

体育指導・評価法（バレーボール） 2 ２単位以上 

選択必修 体育指導・評価法（テニス） 2 

○体育指導・評価法（ソフトボール） 2 

体つくり運動 ○体育指導・評価法（体つくり運動） 2  

「体育原理、体育心

理学、体育経営管理

学、体育社会学、体

育史」・運動学（運動

方法学を含む。） 

○スポーツ哲学 2 

 

武道概論 2 

スポーツ心理学 2 

スポーツマネジメント 2 

スポーツ社会学 2 

スポーツ史 2 

〇運動学 2 ※運動方法学を含む 

生理学（運動生理学

を含む。） 

○生理学（運動生理学を含む） 2 

 

発育発達論 2 

解剖学 2 

スポーツ栄養学 2 

スポーツ生理学 2 

衛生学・公衆衛生学 ○衛生学・公衆衛生学 2  

学校保健（ 小児保

健、精神保健、学校

安全及び救急処置

を含む。） 

○学校保健 2 ※小児保健を含む 

○精神保健 2 

 
○安全教育 2 

○救急処置法（含む実習） 2 

健康管理学 2 

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 

○保健体育科教育法Ⅰ 2 
 

○保健体育科教育法Ⅱ 2 

保健体育科教育法Ⅲ 2 ※中一種免のみ必修 

保健体育科教育法Ⅳ 2 ※中一種免のみ必修 

注１） ○印は、必修科目を示す。 
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０
２
２
年
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④ 教育の基礎的理解に関する科目等 

中学校教諭一種免許状と高等学校教諭一種免許状で修得すべき単位数が異なります。次の表に記載さ

れている内容を確認してください。なお、中学校教諭一種免許状に必要な最低修得単位数を満たすことで、

高等学校教諭一種免許状の条件を満たすことができます。 

※授業科目「教育原理」から「教育相談」までは、同一年度内での再履修はできません。 

本学における最低修得単位数の合計は、以下のとおりです。 

・中学校教諭一種免許状   31単位 

・高等学校教諭一種免許状  27単位 

免許法施行規則に定める科目区分等 開 設 授 業 科 目 

科 目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授 業 科 目 単位数 備 考 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び

思想 

10 

○教育原理 2  

教職の意義及び教員の役割・職務内容 

（チーム学校運営への対応を含む。） 
○教職入門 2  

教育に関する社会的、制度的又は経営的

事項（学校と地域との連携及び学校安全

への対応を含む。） 

○教育社会学 
 

2 
 

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学

習の過程 
○教育心理学 2  

特別の支援を必要とする幼児、児童及び

生徒に対する理解 
○特別支援教育 2  

教育課程の意義及び編成の方法（カリキ 

ュラム・マネジメントを含む。） 
○教育課程論 2  

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び 

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

道徳の理論及び指導法 

中学10 

高校８ 

道徳教育の指導法 2 ※中一種免のみ 

総合的な学習（探究）の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導法 2  

特別活動の指導法 ○特別活動論 2  

教育の方法及び技術 
○教育の方法及び技術（情報 

通信技術の活用を含む。） 
2 

情報通信技術を活用

した教育の理論及び

方法を含む 

情報通信技術を活用した教育の理論及び

方法 
   

生徒指導の理論及び方法 ○生徒指導論 2 
進路指導及びキャリア

教育の理論及び方法

を含む 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的

な知識を含む。）の理論及び方法 
○教育相談 2  

進路指導及びキャリア教育の理論及び方

法 
   

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目 

教育実習 
中学５ 

高校３ 

○教育実習事前事後指導 1  

○教育実習Ⅰ 2  

教育実習Ⅱ 2 ※中一種免のみ必修 

教職実践演習 2 ○教職実践演習（中・高） 2  

注 ○印は、必修科目を示す。 
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⑤ 大学が独自に設定する科目 

中学校教諭一種免許状と高等学校教諭一種免許状で修得すべき単位数が異なります。次の表に記載さ

れている科目のほかに、「教科及び教科の指導法に関する科目」及び「教育の基礎的理解に関する科目等」

のそれぞれで、最低修得単位を超えて修得した単位を「大学が独自に設定する科目」の修得単位とするこ

とができます。 

※「大学が独自に設定する科目」は、同一年度内での再履修はできません。 

本学における修得すべき単位数は以下のとおりです。 

・中学校教諭一種免許状   4単位 

・高等学校教諭一種免許状  12単位 

 

免許法施行規則に定める科目区分等 開 設 授 業 科 目 

科 目 区 分 授 業 科 目 単位数 備 考 

大学が独自に設定する科目 

道徳教育の指導法 2 ※高一種免のみ 

学校インターンシップ 2  

○教育実習プレセミナー 2  

介護等体験 2 ※中一種免のみ必修 

注 ○印は、必修科目を示す。 

 

４．教育実習の参加要件 

中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状ともに取得する場合は「教育実習Ⅰ」と「教育実習Ⅱ」

を、高等学校教諭一種免許状のみを取得する場合は「教育実習Ⅰ」を履修し、教育実習に参加しなくてはなり

ません。「教育実習Ⅰ」「教育実習Ⅱ」の履修要件は下記のとおりです。 

（1）次頁「教育実習参加要件チェックリスト」に記載されている履修条件（教育実習参加の条件）を満たす必要

があります。なお、「教育実習Ⅰ」と「教育実習Ⅱ」では、履修条件が異なります。 

 

（２）学年毎に開催される「教職オリエンテーション」に全て出席をしていること。 

 

（３）教職課程部会から、「教育実習」参加の承認を得ること。 

 

※３年次修了までに上記参加要件を満たすことができなかった場合、４年次に教育実習に参加することはで

きません。 

 

５．介護等体験の手続き等について 

中学校教諭一種免許状の取得希望者は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の

特例等に関する法律」（特例法）にしたがって、介護等体験を行う必要があります。 

本学では、「特別支援教育」を修得後に「介護等体験」を履修することができます。 

介護等体験の詳細については、３年次の「介護等体験オリエンテーション」で説明します。 

  

２
０
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教育実習参加要件チェックリスト＜２２カリ＞  Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ群全ての条件を満たす必要があります。 
 

群 

 

No. 

 

授業科目名 

 

配 当 開 始

年次 

 

単位修得状況及び履修登録

状況 

教育実習Ⅰ履修条件 

（教育実習参加の条件） 

＜高等学校免許＞ 

教育実習Ⅱ履修条件 

（教育実習参加の条件） 

＜中学校免許＞ 

Ⅰ群 

1 教育原理 １年 修得済 ・ 履修予定 

次の場合、当該年度の 

教育実習Ⅰを履修できま

す。 

 

11科目中、 

８ 科 目 修 得 済 み で あ るこ

と。 

次の場合、当該年度の 

教育実習Ⅱを履修できま

す。 

 

11科目中、 

８科目修得済みであるこ

と。 

2 教職入門 １年 修得済 ・ 履修予定 

3 教育心理学 １年 修得済 ・ 履修予定 

4 総合的な学習の時間の指導法 １年 修得済 ・ 履修予定 

5 特別活動論 ２年 修得済 ・ 履修予定 

6 教育社会学 ２年 修得済 ・ 履修予定 

7 
教育の方法及び技術（情報通信技術の

活用を含む。） 
２年 修得済 ・ 履修予定 

8 生徒指導論 ２年 修得済 ・ 履修予定 

9 教育相談 ２年 修得済 ・ 履修予定 

10 特別支援教育 ３年 修得済 ・ 履修予定 

11 教育課程論 ３年 修得済 ・ 履修予定 

12 教育実習プレセミナー ３年 修得済 ・ 履修予定 ３科目中、 

３科目修得済であること。 

（必修科目） 

３科目中、 

３科目修得済であること。 

（必修科目） 

13 保健体育科教育法Ⅰ ３年 修得済 ・ 履修予定 

14 保健体育科教育法Ⅱ ３年 修得済 ・ 履修予定 

15 保健体育科教育法Ⅲ ３年 修得済 ・ 履修予定 
３科目中、 
３科目修得済であること。
（必修科目） 

16 保健体育科教育法Ⅳ ３年 修得済 ・ 履修予定 

17 道徳教育の指導法 ２年 修得済 ・ 履修予定 

Ⅱ群 

1 救急処置法（含む実習） １年 修得済 ・ 履修予定 

次の場合、当該年度の教育実習Ⅰ・Ⅱを履修できます。 
 

８科目中、 

５科目修得済みであること。 

2 生理学（運動生理学を含む） ２年 修得済 ・ 履修予定 

3 安全教育 ２年 修得済 ・ 履修予定 

4 スポーツ哲学 ３年 修得済 ・ 履修予定 

5 運動学 ３年 修得済 ・ 履修予定 

6 衛生学・公衆衛生学 ３年 修得済 ・ 履修予定 

7 学校保健 ３年 修得済 ・ 履修予定 

8 精神保健 ３年 修得済 ・ 履修予定 

体 育 実 技 

群 № 授業科目名 
配 当 開 始

年次 
領域名 単位修得状況及

び履修登録状況 

教育実習Ⅰ・Ⅱ履修条件 

（教育実習参加の条件） 

Ⅲ群 

1 

武道指導・評価法（柔道） １年 

武道領域 

修得済 ・ 履修予定 

次の場合、当該年度の教育 

実習Ⅰ・Ⅱを履修できます。 

 

７領域中、 

６領域修得済みであること。 

 

履修方法については、オリエ 

ンテーション時に説明します。 

武道指導・評価法（剣道） １年 修得済 ・ 履修予定 

武道指導・評価法（弓道） １年 修得済 ・ 履修予定 

武道指導・評価法（空手道） １年 修得済 ・ 履修予定 

武道指導・評価法（なぎなた） １年 修得済 ・ 履修予定 

武道指導・評価法（少林寺拳法） １年 修得済 ・ 履修予定 

武道指導・評価法（合気道） １年 修得済 ・ 履修予定 

2 体育指導・評価法（ダンス） ２年 ダンス領域 修得済 ・ 履修予定 

3 体育指導・評価法（器械運動） ２年 器械運動領域 修得済 ・ 履修予定 

4 体育指導・評価法（陸上競技） １年 陸上競技領域 修得済 ・ 履修予定 

5 体育指導・評価法（水泳） ２年 水泳領域 修得済 ・ 履修予定 

6 

体育指導・評価法（バスケットボール） １年 

球技領域 

ゴール型 
（２単位以上選択必修） 

修得済 ・ 履修予定 

体育指導・評価法（ハンドボール） １年 修得済 ・ 履修予定 

体育指導・評価法（サッカー） １年 修得済 ・ 履修予定 

体育指導・評価法（ラグビー） １年 修得済 ・ 履修予定 

体育指導・評価法（バレーボール） １年 ネット型 
（２単位以上選択必修） 

修得済 ・ 履修予定 

体育指導・評価法（テニス） １年 修得済 ・ 履修予定 

体育指導・評価法（ソフトボール） １年 
ベースボール型 

（ 必修 ） 
修得済 ・ 履修予定 

7 体育指導・評価法（体つくり運動） ３年 体つくり運動領域 修得済 ・ 履修予定 

注１） 教育実習参加のための単位修得条件であり、これ以外の参加条件もあります。 

※毎年次に開催される「教職オリエンテーション」に全て出席しなければならない。 

注２） 教員免許状取得には、これ以外に必要な授業科目（単位）があります。 

注３） ３年次修了までに上記参加要件を満たすことが出来なかった場合、４年次に教育実習に参加することはで

きません。 
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６．教育職員免許状の授与申請手続きについて 

教育職員免許状は、教職課程に定められている所定の単位を修得し、所要資格を満たした者が都道府県教育

委員会（授与権者）に申請し授与されます。申請方法は次のとおりです。 

① 一括申請 

卒業までに教育職員免許状取得に必要な単位を修得し所要資格を得た場合、大学が一括して千葉県教育委員

会に申請します。 

一括申請すると、学位授与式当日に免許状を受け取ることができます。 

なお、卒業した翌月４月から教職（非常勤講師を含む。）に就く予定の学生は、必ずこの一括申請の方法をとって

ください。一括申請の手続き方法についての説明会は、４年次の12月上旬に実施する予定です。 

 

 

 

４月上旬 

 

 

 

12月上旬 

 

 

12月中旬 

 

 

１月上旬 

 

 

２月上旬 

 

 

 

 

 

 

２月中旬 

 

 

学位授与式 

一括申請手続き方法等予定表（４年次） 

学
⽣ 

⼤
学   

  

戸籍抄本提出 

一括申請説明会 
（必要な書類配付） 

大学に一括申請書類提出 

一括申請手数料納付 （県納付手数料を含む。） 

教育委員会に一括申請書類提出（第１次） 

学 位 授 与 判 定 

合 否 

教育委員会へ申請書類 
関係提出（第２次） 

免許状取得 

２
０
２
２
年
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②個人申請 

諸事情により一括申請出来なかった場合は、教育職員免許状取得に必要な単位をすべて修得したのちに、居住す

る都道府県の教育委員会に個人申請してください。この場合、申請様式が各都道府県教育委員会によって異なるた

め、申請手続き（必要書類・提出期限等）については、各都道府県教育委員会へ各自で問い合わせてください。 

 

７．教育職員免許状に関する費用について 

 

（１）教職課程履修登録手数料 10,000円   （１年次） 4月上旬 

（２）教職履修カルテシステム利用手数料 6,000円   （１年次） 4月上旬 

（３）介護等体験手数料 12,000円   （４年次） 4月上旬 

（４）教育実習手数料 10,000円※ （４年次） 4月上旬 

（５）教育職員免許状申請手数料 10,140円   （４年次） 12月上旬 

(中一種免のみ又は高一種免のみ) （5,840円）  （ 〃 ） 〃 

 

上記の費用は、今後変更される場合があります。 

※教育実習手数料（10,000円）の他に、各教育実習校が提示する費用として『実習経費（謝金等）』  が必要となる

場合があります。 

この経費の納入方法等の詳細については、「教育実習事前指導」において説明します。 

 

  

２
０
２
２
年
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８.資格取得について                          
◎資格取得に関する対応科目を修得すると、下記のような資格取得に必要な講習や試験の免除、資格認定試験の受

験資格が与えられます。学内で資格取得に関する説明会を行う場合、開催日時をｍelly等で告知します。資格取得

に関する質問は学生支援センターにて受付しています。なお、申請料にはテキスト代や学内外での特別講習代は含ま

れていません。また、申請料が年度の途中で変更となる場合があります。 

【 公益財団法人 日本スポーツ協会 】 （http://www.japan-sports.or.jp） 

資格名 本学での対応 

公認スポーツ指導者 

・対応科目の修得とともに協会が定める以下の事項を完了することで資格取得に必要となる共通Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが修得 
できますが、専門科目の講習会参加や試験については、各種競技団体等での手続きが必要となりますので、各種 
競技団体へ確認してください。 

①学内で実施する資格説明会に参加する。 

②WEB上でマイページ登録を行う。 

③テキストを購入し、オンライン講習を受講する。 

④オンラインテスト受験・合格ののち登録手続きを行う。 

 ※有効期間及び申請料については、別途資格説明会にてお知らせします。 

アスレティックトレーナー 

・資格対応科目の修得後に申請手続きを行い、協会が行う資格認定試験に合格することで資格が取得できます。 

※上記、共通Ⅲの取得も同時に必要となります。 

※有効期間及び申請料については、別途資格説明会にてお知らせします。 

 

【 一般社団法人 全国体育スポーツ系大学協議会 】 （http://www.jpsu.jp） 

資格名 本学での対応 有効期間 申請料 

ＪＰＳＵ 

スポーツトレーナー 

・資格対応科目を修得後に申請手続きを行い、協議会指定の講習会受講後、資格認定 

試験に合格することで資格が取得できます。 

 

５年毎更新 20,400円 

 

【 特定非営利活動法人 日本トレーニング指導者協会 】 （http://www.jati.jp） 

資格名 本学での対応 有効期間 申請料 

ＪＡＴＩ認定トレーニング指導者 

（ＪＡＴＩ－ＡＴＩ） 

・資格対応科目の修得後に申請手続きを行い、協会が行う資格認定試験に合格するこ

とで資格が取得できます。 

 

５年毎更新 33,400円 

 

【 公益財団法人 健康・体力づくり事業財団 】 （http://www.health-net.or.jp） 

資格名 本学での対応 有効期間 申請料 

健康運動指導士 ・資格対応科目の修得後に申請手続きを行い、団体が行う資格認定試験に合格するこ

とで資格が取得できます。※認定試験受験年次は、健康運動指導士が４年次、健康

運動実践指導者は３年次または４年次です。 

 
５年毎更新 

15,714円 

健康運動実践指導者 25,300円 

 

【 公益社団法人 日本フィットネス協会】 （http://www.jafanet.jp） 

資格名 本学での対応 有効期間 申請料 

Ｇ Ｆ Ｉ （ グ ル ー プ エ ク サ サ イ ズ   

フィットネスインストラクター） 

・資格対応科目の修得後に申請手続きを行い、協会が行う資格認定試験に合格するこ

とで資格が取得できます。※認定試験受験年次は、４年次です。 
２年毎更新 17,000円 

 

 

２
０
２
２
年
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資格取得のために必要な授業科目早見表 

№     授業科目名 単位 

配当 

開始 

年次 

公認スポーツ指導者 

アスレティック 
トレーナー 

健康運動 
指導士 

健康運動 
実践指導者 

グループエクササイズ 
フィットネス 

インストラクター 
共通Ⅰ 共通Ⅱ 共通Ⅲ 

1 スポーツ・体育学入門 2 1 ● ● ●     

2 スポーツ科学概論 2 1 ● ● ●     

3 体力トレーニング論 2 1 ● ● ● ● ● ● ● 

4 解剖学 2 1    ● ● ● ● 

5 救急処置法（含む実習） 2 1    ● ● ● ● 

6 スポーツ栄養学 2 1    ● ● ● ● 

7 体育指導・評価法（陸上競技） 2 1     ● ● ● 

8 コンディショニング実習 1 1    ●    

9 スポーツトレーナー実践論 2 1    ●    

10 スポーツ心理学 2 2    ● ● ● ● 

11 生理学（運動生理学を含む） 2 2     ● ● ● 

12 スポーツマネジメント 2 2  ● ●     

13 健康管理学 2 2     ● ● ● 

14 スポーツバイオメカニクス 2 2    ● ● ● ● 

15 スポーツ医学 2 2  ● ● ● ● ● ● 

16 スポーツ外傷・障害論 2 2    ● ● ● ● 

17 健康体力づくり運動指導理論と実践 2 2     ● ● ● 

18 機能解剖学 2 2    ● ●   

19 コンディショニング論 2 2    ●    

20 スポーツ救急救命法 1 2    ●    

21 スポーツ傷害予防のためのコンディショニング 1 2    ●    

22 トレーニングのプログラムデザインと実践 2 2    ● ● ● ● 

23 健康運動指導Ⅰ 1 2     ● ● ● 

24 スポーツ哲学 2 3  ● ●     

25 衛生学・公衆衛生学 2 3     ●   

26 健康・体力科学実習 2 3     ● ● ● 

27 スポーツ生理学 2 3    ●    

28 運動処方論 2 3     ● ● ● 

29 スポーツコーチング学 2 3   ●     

30 リハビリテーション論 2 3    ●    

31 コンディショニング評価法 1 3    ●    

32 競技復帰のためのﾘｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ 1 3    ●    

33 ストレングス＆コンディショニング 1 3    ●    

34 アスレティックトレーナー実習 2 3    ●    

35 機能評価法 2 3    ●    

36 健康運動指導Ⅱ 1 3     ● ● ● 

37 アスレティックトレーナー特演 1 4    ●    

38 健康産業施設実習 2 4     ●   

  

※アスレティックトレーナーを取得する場合、共通Ⅲの対応科目も同時に修得する必要があります。 

 

  

２
０
２
２
年
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資格取得のために必要な授業科目早見表                                                          

JPSUスポーツトレーナー 
 

JATI認定トレーニング指導者 

№ 授業科目名 単位 

配当

開始

年次 

修得要件 

 

№ 授業科目名 単位 
配当

開始

年次 
修得要件 

1 スポーツトレーナー実践論 2 1 
いずれか1科目以上修得 

 1 体力トレーニング論 2 1 必修 

2 スポーツコーチング学 2 3  2 解剖学 2 1 
いずれか1科目以上修得 

3 生理学（運動生理学を含む） 2 2 
いずれか1科目以上修得 

 3 機能解剖学 2 2 

4 スポーツ生理学 2 3  4 スポーツバイオメカニクス 2 2 必修 

5 スポーツ栄養学 2 1 必修  5 生理学（運動生理学を含む） 2 2 
いずれか1科目以上修得 

6 スポーツ心理学 2 2 必修  6 スポーツ生理学 2 3 

7 スポーツ科学概論 2 1 必修  7 スポーツ栄養学 2 1 必修 

8 スポーツバイオメカニクス 2 2 必修  8 スポーツ心理学 2 2 必修 

9 機能解剖学 2 2 必修  9 救急処置法（含む実習） 2 1 必修 

10 コンディショニング論 2 2 必修  10 スポーツ外傷・障害論 2 2 必修 

11 スポーツ医学 2 2 必修  11 健康管理学 2 2 必修 

12 スポーツ外傷・障害論 2 2 必修  12 スポーツコーチング学 2 3 必修 

13 体育指導・評価法（陸上競技） 2 1 いずれか 

1科目以上 

修得 

4領域から 

3領域を 

選択 

 13 スポーツトレーナー実践論 2 1 必修 

14 体育指導・評価法（水泳） 2 2  14 運動処方論 2 3 必修 

15 体育指導・評価法（バレーボール） 2 1 

いずれか 

1科目以上 

修得 

 15 トレーニングのプログラムデザインと実践 2 2 必修 

16 体育指導・評価法（バスケットボール） 2 1  16 健康体力づくり運動指導理論と実践 2 2 必修 

17 体育指導・評価法（ハンドボール） 2 1  17 リハビリテーション論 2 3 必修 

18 体育指導・評価法（サッカー） 2 1  18 コンディショニング論 2 2 必修 

19 体育指導・評価法（ラグビー） 2 1  19 健康・体力科学実習 2 3 必修 

20 体育指導・評価法（ソフトボール） 2 1  20 スポーツ情報活用論 2 1 必修 

21 体育指導・評価法（テニス） 2 1  

22 武道指導・評価法（柔道） 2 1 

いずれか 

1科目以上 

修得 

 

23 武道指導・評価法（剣道） 2 1  

24 武道指導・評価法（弓道） 2 1  

25 武道指導・評価法（空手道） 2 1  

26 武道指導・評価法（少林寺拳法） 2 1  

27 武道指導・評価法（合気道） 2 1  

28 武道指導・評価法（なぎなた） 2 1  

29 体育指導・評価法（器械運動） 2 2 
いずれか 

1科目以上 

修得 

 

30 体育指導・評価法（体つくり運動） 2 3  

31 体育指導・評価法（ダンス） 2 2  

32 トレーニングのプログラムデザインと実践 2 2 

いずれか2科目以上修得 

 

33 体力トレーニング論 2 1  

34 コンディショニング実習 1 1  

35 アスレティックトレーナー実習 2 3 

いずれか1科目以上修得 

 

36 健康産業施設実習 2 4  

37 教育実習Ⅰ 2 4  

38 健康・体力科学実習 2 3 

いずれか1科目以上修得 

 

39 保健体育科教育法Ⅲ 2 3  

40 ストレングス＆コンディショニング 1 3  

41 救急処置法（含む実習） 2 1 必修  

 ２
０
２
２
年




